
市政に対する一般質問一覧表 

 

平成２８年第２回定例会 

質問順位    １       議席番号  １２番       氏 名  春 日 洋 子 

質問方式 一問一答 質問時間 ２０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．健康問題 

 

 

 

３．福祉問題 

 

 

 

 

 

４．教育問題 

１．若者の政治参画促進について 

  １８歳選挙権が実現する夏の参院選を前に、若者の政治的関心を高

める動きに注目が集まっています。そこで 

①今般、１８歳選挙権を得る人数は、およそ何名であるか。 

②若者の投票率向上に向けての、県選管および市選管における啓発活

動について。 

③若者の声を市政に反映する一環として、「若者議会」の開催について、

市の見解を伺いたい。 

２．「食品ロス」削減に向けての取り組みについて 

  食べられる状態なのに捨てられる「食品ロス」の削減に向け、消費

者の意識向上などに積極的に取り組むことが必要と考えることから、

本市の見解を伺いたい。 

 

 本市において、６月より市民の健康づくりを目的に「健康ポイント事

業」がスタートしました。この事業の特色と、広報、啓発はどのように

なされるのかを伺いたい。 

 

「障害者差別解消法」について 

本年４月から施行された「障害者差別解消法」は、障害のある人もな

い人も互いにその人らしさを認め合いながら、共に生きる社会をつくる

ことを目指しています。この法律の施行に伴い、今後、市としてどのよ

うに取り組んでいくのか伺いたい。 

 

１．「義務教育学校」について 

  小中９年間の義務教育を一貫して行う新たな学校制度が４月からス

タートし、そのねらいは、中一ギャップの解消を目指すこととされて

いますが、「義務教育学校」開設について、本市のご所見を伺いたい。 

２．「英検」検定料の補助事業について 

  小中学生の学習意欲の向上と英語力を高める一助として、「英検」検

定料の補助事業を導入している自治体があります。子どもたちが授業

の成果を試し、英語への意欲をさらに高める機会になるものと考え、

本市における「英検」検定料の補助事業について、その見解を伺いた

い。 
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質問順位    ２       議席番号   ４番       氏 名  下 山 光 義 

質問方式 一括質問一括答弁 質問時間 １５分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．防災問題について 平成２３年３月に発生した東日本大震災により、本市も多方面にわた

り多大な被害を被っております。そこで、本市は三沢市復興計画を平成

２３年１２月に策定し、目覚ましい復興を遂げて参りました。日常を取

り戻し、震災の生々しい記憶が少し薄れかけていた矢先の本年４月に発

生した熊本大地震の報道に触れ、５年前の大震災の苦い記憶が呼び戻さ

れました。そして、改めて自然の猛威を再認識させられました。 

本市では、三沢市地域防災計画を策定し、自然災害に対する備えをし

ておりますが、次の３点について伺います。 

①三沢市地域防災計画を円滑に実行するために、どのような訓練、取

り組みが行われているのか。 

②津波に対しての、根本的な解決法を計画、検討しているのか。 

③先の大震災で大きな被害を受けながらも減災に大きな役割を果たし

た海岸線の防災林の回復状況及び今後の再生計画は、どのようにな

っているのか。 
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質問順位    ３       議席番号   ５番       氏 名  遠 藤 泰 子 

質問方式 一問一答 質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

２．定住化問題 

 

 

 

 

３．経済問題 

広報みさわについて 

 近年、全国的に町内会加入率が低下してきている中、当市の町内会加

入率も約６０％となっており、「広報みさわ」が全世帯に行き届いていな

いと思われる。 

 他市では、ポスティング方式などの手法が取り入れられているが、当

市でも検討されているのであれば、今後の広報誌配布のあり方について

考えを伺いたい。 

 

婚活事業への取り組みについて 

 県では、あおもり出会いサポートセンターに委託し、婚活事業を展開

している。近年では市町村が行う婚活事業も増加してきたが、当市では

婚活事業を実施する考えがあるのか伺いたい。 

 

企業誘致への取り組みについて 

総合振興計画後期基本計画では、誘致企業の目標値を２０社としてい

るが、ハローワーク三沢管内のＨ２８年３月末の有効求人倍率は１.１０

となっており、職種によっては、人不足が生じている。今後、将来を見

据えた雇用対策が必要になると考えるが、企業誘致に係る当市の現状と

方向性について伺いたい。 
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質問順位   ４        議席番号  ８番        氏 名  加 澤   明 

質問方式 一問一答 質問時間 １５分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．米軍基地との交流

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．消防・救命教育に

ついて 

 

 

 

３．公共施設について 

 本年４月２３日に米軍基地内の団体が企画したイベント『三沢ジュニ

アスポーツデー』が初めて開催され、日米の小学生・保護者らがスポー

ツやゲームを通じて交流を深め大成功を収めました。 

また、市もこの成功を受けて米軍団体の第３５支援中隊エアマン＆フ

ァミリーレディネスセンターに対して感謝状を贈った、とありました。 

当市においては『基地との共存共栄』を掲げ、アメリカンデー・基地

航空祭など様々なイベントを通じながら基地との交流を深めて参りまし

たが、そこで２点質問致します。 

①市は、初開催された『三沢ジュニアスポーツデー』をどのように評

価されているのかお伺いします。 

②市として、イベント支援をして米軍団体と協力しながら、年中行事

にするお考えがないのかお伺いします。 

 

 市内、小中学生に初期消火や救命処置を授業に取り入れ、火災が起き

た時の対応、消火器の使い方、病気や怪我などで突然倒れた人に心臓マ

ッサージや人工呼吸などが出来るように、対応の方法と共に命の大切さ

を改めて学ばせる出前授業として取り組む考えがないかお伺いします。 

 

 中心市街地の中に、三沢市中央社会福祉センター（築４８年）、三沢市

勤労青少年ホーム（築４４年）、三沢市働く婦人の家（築３３年）の３施

設が隣接して建っていますが、各施設の利用状況はどのようになってい

るのか。 

 また、今後老朽化の進むこの３施設に対して、どのように管理運用し

ていくのかお伺いします。 
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質問順位   ５        議席番号  ２番        氏 名  田 嶋 孝 安  

質問方式 一括質問一括答弁 質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．行政問題 道路除雪計画について 

 昨年の平成２７年度は青森県全般的に降雪量の少ない年であり、除雪

の回数も少ない年であるが、三沢市においても同様である。しかし、寒

冷地であることから、一回の積雪量が少ない雪でも日に日に積り重なり、

北側面の日陰にわだちができ、歩行者、車両通行に支障を来す課題が生

じている。 

 また、除雪に使用されているタイヤショベル等は災害時にも必要とさ

れるが、積雪量が多い年少ない年との差が大きく、更には積雪が少ない

年が増えていることから除雪の出動回数が少なくなり、除雪業者の除雪

事業も収益性が悪く、事業を撤退する企業の課題が浮かび上がるが、次

の３点について伺います。 

 ①除雪計画の見直しについて 

 ②三沢市防災対策における重機確保の必要性について 

 ③除雪契約最低補償について 
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